








































































































































































































































































































































































(1) Wahrheit und Methode (以下WMと略)， Einleitung XX VII 
(2) J. G RON DINは、この問題を軸として「哲学的解釈学」全体を把握する。
そして、 「解釈学的真理」概念の基礎づけという点では、『真理と方法」
が十分な体系を提供しないことを指摘する。
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(3) Vgl. WM. Einleitung XX VIII 
(4) Vgl. WM. S. 39 f. 
(5) WM. S.127 
(6) Vgl. Wβ1. S. 121 
(7) Vgl. WM. S.162ff. 
(8) Vgl. WM. S.329ff. 
(9) I哲学的解釈学」が明確にした「理解」の社会性は、いうまでもないこ
とであるが、ノ、ノ〈ーマスによって「行為を志向した」性格として展開さ
れた。 Vgl. Der Universalitatsanspruch der Hermeneutik ， in: 
18 
Kultur und Kritik， 1973， S.269ff. 
(10) Vgl. WM. S.169 
(1) J. L OH MANN， Rezension zu : H. -G. Gadamer， Wahrheit und Methode 
in: Gnomon 37，1965， S.707-718 
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in Hermeneutik und ldeologiekritik ， 1971 
(以下HUIと略)S. 45-56 
(24) WM， S.273 
(お) v. ボル?ンが「理解」概念の二義性ということで批判したのはこの
ことであった。
Vgl. Die Zweideutigkeit der hermeneutischen Erfahrung 
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